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要 旨 

施工段階におけるコンクリートの初期欠陥の防止、打込み時のコンクリートの品質の確保と信頼性の向上

を目的に、コンクリート打設支援システムを開発した。開発したシステムは、コンクリートの練混ぜから打

込み完了までにおけるコンクリートの運搬、品質、施工情報を、ICT を活用して打設場所や現場事務所など

で共有できるようにしたものである。本システムの現場適用試験を行った結果、コンクリートの打設速度に

合わせた出荷量の調整、打重ねおよび打込み時間の管理がリアルタイムで的確に行うことができ、施工段階

におけるコンクリートの品質をより確実に確保できることがわかった。 
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＊技術研究所 

１．まえがき 

 

 新設コンクリート構造物の耐久性などの性能を確保す

るには、コンクリートの品質管理を適切に行うことが重

要である。また、「公共工事の品質確保の促進に関する

法律」の制定（2005 年）により、発注者はコンクリー

トの品質に対して、より厳格な管理を求めるようになっ

てきている。このような状況下で、施工者においては、

施工前から施工後まで一貫した品質の管理が行える新設

コンクリート構造物の品質保証技術が必要となってきて

いる。 

 従来は、特記仕様書などに示されている管理方法を遵

守することにより、新設コンクリート構造物の品質管理

を実施してきた。しかし、昨今の技術提案では、従来の

管理方法に加え、耐久性などの性能がより明確かつ確実

に確保できる施工技術や管理方法が求められている。 

 そこで、施工前から施工後まで一貫した品質管理によ

り品質を保証する「新設コンクリート構造物の品質保証

システム」を提案した 1)。その概要を図－１に示す。こ

の品質保証システムは、「施工前、施工段階、施工後」

の各段階での品質管理を行うことによって、新設コンク

リート構造物の品質保証を目指したものである。各段階

での品質管理は、施工前では中性化や塩害などの劣化に

ついて、耐用年数内での劣化予測、補修計画、ライフサ

イクルコストなどの耐久性確保の設定を行い、施工段階

では初期欠陥を防止するために、コンクリートの打込み

時間や打重ね時間などをコンクリート打設支援システム

を用いて運搬管理および施工管理を行うことによって品

質確保を行う。さらに、施工後には構造物の出来形とし

て配筋の確認や初期欠陥の有無などを非破壊検査の実施

によって品質確保を行っている。 

本報では、施工段階での初期欠陥の防止や打込み時

のコンクリートの品質確保を目的として開発したコンク

リート打設支援システムの概要と現場への適用試験結果

について報告する。 

● 施工前の品質管理 

評価診断システムによるＲＣ構造物の耐久性の品質確保

 ・耐久性診断評価システム（中性化･塩害） 

 ・下水道劣化診断システム（化学的侵食） 

● 施工段階の品質管理 

コンクリート打設支援システムによる打込み時の品質確保

 ・コンクリート打設支援システム 

  運行管理システム（アジテータ車の時間管理） 

品質管理システム（コンクリートの品質管理） 

● 施工後の品質管理 

非破壊検査システムによるＲＣ構造物の品質確保 

・非破壊検査システム 

鉄筋のかぶり･配筋間隔検査（電磁誘導法他） 

空洞･ジャンカ検査（赤外線法他） 

図－１ 新設コンクリート構造物の品質保証システム
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２．コンクリート打設支援システムの概要 

 

2.1 概 要 

コンクリート打設支援システムの概要を図－２に示す。

本システムは、運行管理システムと品質管理システムか

ら構成されている。 

コンクリート打設支援システムは、施工段階でのジャ

ンカやコールドジョイントなどの初期欠陥の防止、打込

み時のコンクリートの品質の確保と信頼性の向上などを

図るために、コンクリートの練混ぜから打込み完了まで

におけるコンクリートの運搬時間と品質の情報、および

打込まれた位置と時刻、打重ね時間などの施工情報を、

ICT（情報通信技術）を活用して打設場所や現場事務所

などでリアルタイムに共有できるようにしたものである。 

運行管理システムは、コンクリートのプラント出荷

時刻、荷卸し開始時刻、荷卸し終了時刻と運搬するコン

クリートの種類、数量などの出荷・荷卸し情報（IC

カードシステム）、およびコンクリートの受入れ検査結

果の品質情報（携帯電話システム）の管理を行っている。

一方、品質管理システムは、最適な打設計画の立案（打

設計画作成システム）、打ち込まれたコンクリートの位

置と時刻、打重ね時間などの打込み情報（打込み管理シ

ステム）、および打込み状況の WEB カメラによる映像

情報（WEB カメラシステム）の管理を行っている。 

 使用機器は、情報の入出力および処理・表示を行うパ

ソコン（プラント、受入れ場所、打設場所、現場事務所

などに設置）、コンクリートの出荷・荷卸し情報を記録

させる IC カードとその情報を読み書きするリーダ・ラ

イタ装置、コンクリートの受入れ検査結果を送信する携

帯電話、パソコン間の情報を伝送する通信カード、打設

場所などを撮影する WEB カメラである。 

2.2 特長 

本コンクリート打設支援システムの特長は、以下の通

りである。 

ⅰ．打設計画作成システムのシミュレーション機能を

用いることにより、最適な打設条件の設定や打重ね

時間が最大になる位置と時刻の予測ができる 

ⅱ．コンクリートの出荷・荷卸し情報により、コンク

リートの出荷済、荷卸し中、荷卸し終了の数量が表

示され、打設速度に応じた出荷量の調整が即座にで

きる 

ⅲ．スランプなどの品質管理図が表示され、コンク

リートの品質変動に対して迅速な対策ができる 

ⅳ．打込み時間や打重ね時間が視覚的に表示され、打

込み中のコンクリートの的確な品質管理対策がで

きる 

品質管理システム

運行管理システム

打込み

●生コン運搬情報 

車番、配合、数量 

出荷時間 

運搬時間予測など 

●生コン運搬情報 

到着・打込み開始時間 

出発・打込み終了時間 

●受入れ検査情報 

スランプ、空気量など 

●映像情報 

事務所ＰＣ

運搬 

出荷 

 プラントＰＣ 

受入れ検査

ICカードシステム ICカードシステム 
荷降ろし・圧送

受入れＰＣ

Ｄブロック Ａブロック

Ｃブロック Ｂブロック

 WEBカメラ 打設ＰＣ

●打込み情報 

打込み場所（打込み開始・終了時間） 

打込み時間・打重ね時間管理 

生コン情報（打設進捗・品質管理図） 

インターネットＬＡＮ

インターネットインターネット 

携帯電話

携帯電話システム 

WEBカメラシステム 

打設計画作成システム 

打込管理システム 

図－２ コンクリート打設支援システムの概要 

打設パソコン

受入れパソコン

事務所パソコン

プラントパソコン 

荷卸し開始時刻

荷卸し終了時刻
出荷時刻 

時刻)

荷卸し

打込み管理システム

プラント 

現場事務所

受入れ場所

打設場所 
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ⅴ．打設完了後に、打設実績、受入れ検査結果などの

帳票を出力することができ、省力化を図ることが

できる 

ⅵ．ICT による情報の共有化により、打設場所、現場

事務所および支社などでリアルタイムに情報が確

認でき、品質管理情報の信頼性が向上する 

ⅶ．打ち込まれたコンクリートの施工記録（トレーサ

ビリティー）を残すことができ、維持管理に活用

できる 

2.3 構成 

ａ．運行管理システム 

写真－１に示すように、パソコン、IC カードおよび

リーダ・ライタ装置からなる IC カードシステムをプラ

ントと受入れ場所に設置する。アジテータ車の運転手に

は IC カードを携行させ、プラントの出荷時、受入れ場

所での荷卸し開始時と荷卸し終了時にリーダ・ライタ装

置に IC カードをタッチさせる。これにより、プラント

パソコン（プラントに設置したパソコン）では、図－３

に示すように運搬されるコンクリートの種類、数量およ

び出荷時刻などの出荷情報が表示され、出荷の確認がで

きる。同時に、これら出荷情報は IC カードへの書込み

と事務所パソコン（現場事務所に設置されたパソコン）

に伝送される。同様に、受入れパソコン（受入れ場所に

設置したパソコン）では、図－４に示すようにコンク

リートの荷卸し開始時刻と荷卸し終了時刻の荷卸し情報

が表示され、同時に、これら荷卸し情報が IC カードに

書込まれ、事務所パソコンへ伝送される。これらの出

荷・荷卸し情報から、品質管理項目である運搬時間（プ

図－３ プラントパソコンの画面表示（例） 

図－４ 受入れパソコンの画面表示（例） 

図－５ コンクリート運搬実績一覧表（例） 

新設コンクリート 品質保証システム

System of Quality Assurance 
of New Concrete Structures

写真－１ ICカードシステム 

ICカード 

リーダ・ライタ装置 

入力画面1 入力画面２ 

入力確認画面 写真選択画面 

写真－２ 携帯電話画面（例） 
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ラント出荷時刻から荷卸し開始時刻までの

経過時間）と打込み時間（プラント出荷時

刻から荷卸し終了時刻までの経過時間）に

ついての管理制限値との比較判定結果、ア

ジテータ車の運搬状況（プラント出荷済、

荷卸し中、荷卸し終了）および打設速度な

どが計算され、図－７に示すように全ての

パソコンにリアルタイムで表示される。打

込み完了後には、図－５に示すコンクリー

ト運搬の実績一覧表を、EXCEL 形式で出

力することができる。 

 コンクリートの受入れ検査結果は、携

帯電話システムを利用して事務所パソコ

ンへ検査結果と写真が送られる。受入れ

検査項目は、スランプ、空気量、塩化物

イオン量、コンクリート温度、外気温を

初期設定しているが、検査項目の追加・

削除は、携帯電話のメニュー画面の指示

に従って携帯電話のガイドキーで簡単に

行える。写真－２に携帯電話の表示画面

例を示す。受入れ検査結果は、図－７に

示すように検査結果表と品質管理図が全

てのパソコンにリアルタイムで表示され

る。また、打ち込み完了後には、図－６

に示す受入れ検査の結果一覧表および品

質管理表を出力することができる。 

ｂ．品質管理システム 

打込み管理システ

ムは、図－７に示す打

設パソコン（打設場所

で使用するパソコン）

の打込み管理画面で打

重ねの時間管理を行う。

同画面では、打重ね時

間管理表、打重ね時間

図、アジテータ車運搬

状況表、受入れ検査結

図－７ 打込み管理画面（例） 

図－８ 打重ね時間管理一覧表（例） 

 
打重ね時間図 

青色：計画
赤色：実績

打設速度 

受入れ検査結果表

打設数量 

スランプ管理図

空気量管理図 

アジテータ車運搬状況表

打重ね時間管理表 

図－６ 受入れ検査結果一覧表（例） 
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果表、打設速度、コンクリートの品質管理図な

どが表示される。打込み管理は、打重ね時間管

理表あるいは打重ね時間図に、打設計画でブ

ロック割りされた打込み箇所（以下、ブロック

と称す）へのコンクリートの打込みの開始と終

了時刻を入力（画面にタッチすることによって

自動的に入力される）することによって、打重

ね時間などの打込み状況を管理するものである。

これらの打込み情報により、ブロックに打ち込

まれたコンクリートの最終打込み時刻からの経

過時間がブロックごとに色別表示と所定の打重

ね管理時間内の警告によって、コンクリートの

打重ねを確実に行える。この打込み情報は事務

所パソコンを経由して、全てのパソコンにリア

ルタイムで表示される。また、打設速度やアジ

テータ車の運搬状況も打設場所で把握でき、コ

ンクリートの出荷量調整を適切に行うことがで

きる。同時に、運行管理システムにおける IC

カードシステムの出荷・荷卸し情報を活用する

ことによって、図－５に示すように、コンク

リートのトレーサビリティーとして運搬された

コンクリートの打込み箇所が判別できるように

なっている。打込み完了後には、図－８に示す

コンクリート打重ね時間管理の一覧表を出力す

ることができる。 

打設計画は、図－９に示す打設計画作成シ

ステムのフローに従って作成される。打設条件、

ブロック割りなどを入力すると、入力された条

件で、時間ステップごとに施工進捗状況を求め

るシミュレーション機能によって運搬、打込み、

打重ね時間などが所定の管理時間内で行える最適な打設

条件の設定や打重ね時間が最大になるブロックと時刻の

予測ができる。この打設計画作成システムにより、打込

み箇所への数量、打込み時刻、打重ねの予想時間、アジ

テータ車の配車などが計画される。 

 

３．現場適用試験 

 

3.1 試験概要 

コンクリート打設支援システムの有効性を確認するた

めに、現場適用試験を２回実施した。現場適用試験では、

システムの操作性、コンクリートの打重ねの時間管理お

よびコンクリートの品質管理を行った。なお、今回の試

験では、コンクリート打設支援システムのうち品質管理

システムのみを適用した。 

3.2 適用現場 

 適用した現場は、埼玉県の農業集落排水事業における

汚水処理施設の建設工事である。システムを適用した汚

水処理施設は、図－10 に示す幅 22m×長さ 30m×深さ

図－10 汚水処理施設の形状 

断面図 

68
00
 

21
00
 

30
00
 

60
0 
11
00
 

21
80
0 

凡例 打設回数 数 量 打設位置

第 4 回目 330m３ 壁･梁･頂版

第 3 回目 320m３ 壁(2 回目)

第 2 回目 120m３ 壁(1 回目)

第 1 回目 380m３ 底盤 

29100

平面図 

29100

北側打設ブロック

南側打設ブロック

受入れPC

打設PC１

打設PC２

打設指揮者１

打設指揮者２

図－11 打込み時の配置状況 

 

図－９ 打設計画作成画面 

単位：mm

29100
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7m の大きさで、躯体コンクリートの打設を４回に分け

た。なお、コンクリート打設支援システムは、第３回目

（２回目の壁打設：320m3）と第４回目（壁・梁・頂版

打設：330m3）の打設で適用した。 

3.3 適用結果 

 第４回目の壁・梁・頂版打設の適用結果について報告

する。なお、第４回目の打設日は平成 20 年７月 31 日で、

気温は終日 25℃超であった。 

 試験時の装置等の配置は、図－11 に示すように、ポ

ンプ車２台で打込みを行ったので、打設パソコンを２台、

受入れパソコンを１台とした。 

ａ．打設計画の作成 

ブロック割りと打込み順序を入力して、各ブロックの

打込み数量、打込み時刻、最大打重ね時間およびアジ

テータ車の配車予定などを打設計画作成システムを用い

て作成した。打設高さは、壁部の高さ 2.1m、頂版厚

0.2m、梁せい 0.7m であることから、打込み高さは、梁

下 1.4m までの壁部を第１層とし、残りの壁・梁・頂版

を第２層として打ち重ねることにした。 

図－12 に第１層と第２層の打設計画図を示す。ポン

プ車２台で打ち込むため、打設計画はポンプ車別（北側

と南側）に作成した。シミュレーション機能の結果より、

打重ね時間が最大となるブロックは、共に第２層打設時

で、北側でブロック N12 の 82 分、南側でブロック S８

の 59 分と予想された。 

ｂ．打重ね管理と品質管理結果 

ブロックへの打込みの開始および終了時刻の入力は、

打重ね時間図への手によるタッチ方式により、能率よく

入力できることを確認した。 

実績の最大打重ね時間は、北側で第２層打設時のブ

ロック N５の 68 分、南側で第２層打設時のブロック S

８の 91 分であった。 

ブロックに打ち込まれたコンクリートの最終打込み時

刻からの経過時間（打重ね管理）は、ブロック別に 20

～30 分単位ごとに色分け表示しているため、視覚的に

状況が把握でき、打重ね時間の管理がより確実に実施で

きた。 

さらに、施工記録が電子化されているため、打設終了

後の帳票作成作業の省力化に有効であることを確認した。

また、ICT を活用しているので、現場事務所でも、コン

クリートの打設速度や数量および打込み箇所などの進捗

状況がリアルタイムで把握でき、的確な対応ができるこ

とを確認した。 

 

４．あとがき 

 

コンクリート打設支援システムは、2009 年９月から

２現場で運用を開始する予定である。 

 また、本システムは、運行管理システムと品質管理シ

ステムから構成され、さらに各システムは、IC カード

システム、携帯電話システム、打設計画作成システム、

打込み管理システム、WEB カメラシステムのサブシステ

ムから構成されている。これらのサブシステムは、個々

に独立して使えるように構築されている。 

 今後も、実現場への適用を行い、新設コンクリート構

造物の品質保証に役立てていきたい。 

 

【参考文献】 

1) 例えば、奥村組、「生コンの製造から打設までを一元

管理」、日経コンストラクション p.46、2007 ９月 28
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図－12 打設計画 
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